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PCT とする）へのコンサルテーション依頼内容から当院の PCT 活
動の現状を明らかにする。




【結果】依頼件数は 129 件、診療科別では泌尿器科 29 件、外科 24 件、
呼吸器内科 23 件の順に多かった。原疾患は、肺がん 23 件、胃が
ん 16 件、大腸がん 15 件の順で多かった。依頼時にがんに対する治
療を受けていた患者の割合は 54％、性別は男 52％、女 48％、平均
年齢 63.8 歳であった。依頼目的は痛みのコントロールが 75 件、心
理的サポート 46 件、痛み以外の身体症状 37 件の順で多かった。介
入を行ったチーム員の職種は医師、看護師、薬剤師以外に、心理士
（33％）、リハビリテーション技師（24％）であった。PCT 介入平
均日数は 19.7 日であった。転帰としては、退院 50％（うち、在宅
支援 42％）、転院 17％（うち、ホスピス・緩和ケア病棟 68％）、死
亡 33％であった。在宅療養または転院の調整中に、当院で亡くなっ
た患者の割合は 28％であった。
【考察】依頼対象となった患者の半数以上は、何らかの形でがんに
対する治療中であり、その後の経過に応じて多職種のチーム医療を
継続したことにより、患者を多面的にサポートする一助になったと
思われる。希望されていた療養の場への移行が不完遂だった症例が
３割という現状から、意思決定支援と退院調整の時期のタイミング
が課題である。
